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〈東京家政学院大学〉

海外研修
ロイヤルローズ大学のキャンパスにて

〈東京家政学院中学・高等学校〉

第４回全国高等学校ダンスドリル冬季大会に出場する
ソングリーダー部

〈東京家政学院大学〉

学院奨学金　表彰生の皆さん
（千代田三番町）

市民ギャラリーに
展示された
木村さんの作品

〈筑波学院大学〉
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　新年おめでとうございます
　年頭にあたり、学院の繁栄と皆様のご多幸を祈念いたします。
　本年は、我が国の「家政学の母」とも讃えられる大江スミ先生が、大正 12年（1923
年）に、東京家政学院の前身「家政研究所」を創設されてから 90周年を迎えます。この
間、私どもの学院は戦争や災害など幾多の困難を乗り越え、同窓生、教職員が一体となっ
て大江家政学を守り、発展させてきました。
　そうしたなかで、家政を現代生活に生かすべく平成 22年 4月東京家政学院大学現代家政学部５学科を新設いた
しました。同時に、筑波学院大学には経営情報学部を設置いたしました。千代田３番町キャンパスのリニューアル
が 23年 3月に完成し、現代家政学科と健康栄養学科がここに移転し、東京家政学院大学は２キャンパス制となっ
て 3年目を迎えます。このキャンパスには新しく大江スミ記念の「三番町図書館」と「ローズホール」が開設され、
KVA会館も装いを新たにしました。併設中学・高等学校も美しい季節の花に囲まれ、最新の人工芝グランドを整備し、
生徒と先生が進学などについてくつろいで話し合う「キャリアサポートセンター」もできました。これにより三番
町キャンパスは「町田」、「筑波」、「中・高」、同窓会等の誰もが利用できるセンター施設として再生されました。
　大江スミ先生が東京大空襲で全焼した焦土のなかで託された希望の土地、町田キャンパスは、整備が進み「ロー
ズコ－ト」（交流室）、食堂と喫茶コーナー、「KVA ショップ」などが整備されています。筑波学院大学では、パソ
コン演習室や図書館機能の更新など経営情報学部にふさわしい施設整備がなされました。これらの施設整備の資金
の一部は、90周年記念募金によって賄うことができ、寄付をお寄せいただいた方々に心より御礼申し上げます。
　平成 24年度、東京家政学院大学では、23年度に続き定員充足が達成されました。筑波学院大学、中学・高校も
昨年を上回る入学生を迎え入れることができました。
　本年は学院を挙げて取り組んでいる 5カ年計画の 4年目に当たります。就学人口の停滞とデフレ不況の深化のな
か、KVAルネサンスの精神を生かした新鮮なビジョンのもと、学生募集・教育・就職を一体としてとらえ理事会・
教職員が一丸となって学院の発展を期しております。この計画の達成は容易なこととは思っておりません。学院の
発展のため同窓の皆様、教職員の皆様、全力を尽くし努力しようではありませんか。　
　これをもって年頭ご挨拶といたします

年頭所感

ＫＶＡルネサンス改革を前進させよう

学校法人東京家政学院
　　　　理事長　山　口　　孝
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名誉教授に二氏ご就任

平成 23年 10 月 20 日（木）に開催された、東京家政

学院大学教授会において、2名の先生が名誉教授に選任

されました。先生方が残されました類い稀なる教育研究

業績に対し、深く敬意を表する次第です。

≪東京家政学院大学≫

　　○中村　アツコ（前現代生活学部教授）

　　○細渕　昌美（前現代生活学部教授）

� 敬称略　

新年おめでとうございます。

本学院では、昨年度、千代田三番町校舎のリニューアルが完成し、４月から、現代家

政学科と健康栄養学科がここに移転し、東京家政学院大学は２キャンパス制となりまし

た。新しく１号館に「大江スミ記念三番町図書館」、ローズホールにカフェテラスが開設

され、ＫＶＡ会館も新装され、学院のコアとしての役割を果たしております。これに加

え東京家政学院創立 90周年記念としてご寄付いただいた募金により町田キャンパスではコンビニ・喫茶コーナーの

整備、三番町キャンパスではキャリアサポートセンター・トイレの整備（中・高校）、植栽などによる環境美化、筑

波学院大学ではパソコン演習室の整備等に充て、全体として学院施設の充実をはかることができました。

平成 24年度は経営改善５カ年計画の３年目にあたり、全学をあげて計画達成に取り組んでおります。東京家政学

院大学では受験生が増加、昨年に続いて定員充足が見込まれています。筑波学院大学、中学・高校でも昨年を上回る

入学生を迎え入れるべく全力を尽くしており、財政的には資金収支において均衡する予算を編成することとしており

ます。少子化という厳しい状況がありますが、このような新しい展望のもとに新年を迎えることができましたのは、

建学の精神を生かした新鮮なビジョンのもとで同窓会、教職員が一体となって、ＫＶＡルネサンスに努力していただ

いた成果であります。

しかし、東日本大震災と原発災害および国際金融の動揺などから、日本経済の不安定性が増しております。こうし

た中で、私たちの学院に、さまざまな夢と希望をもった生徒、学生が入学されております。教職員はこの期待に応え

るべく力を尽くし、心をくだき教育・研究にご努力いただきますことをお願いし、同窓の皆様には学院の維持発展の

ため、いっそうのご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

年頭所感
　　ＫＶＡルネサンスの基礎を固めよう
	 学校法人東京家政学院理事長　
	 山　口　　孝

東京家政学院大学　千代田三番町校舎

『卒業アルバム』をお貸しください！

あづま会では、『卒業アルバム』を求めています！『学

院のあゆみ』を調べるのに卒業アルバムは欠かすことが

できません。自分で台紙に写真を貼っている年があるこ

とや、アルバムの無い年があることもわかりました。

遠方からアルバムを送ってくださる方がいらっしゃる一

方で、学院を見たいからとご持参くださる方もいらっしゃ

います。その時は、一緒にアルバムを見せていただきなが

ら、一つ二つ質問をしていくと、どんどん時間がさかのぼ

り、たくさんのエピソードをお聞きすることができます。

今まで11冊のアルバムを見せていただきましたが、昭和

20年代に卒業された

方のアルバムが少ない

のです。

昭和 20年代の卒業

アルバムをぜひお貸

しください！

創立 90周年を迎えるに当たり、平成 22年 7月から開始いたしました「東京家政学院　創立 90周年記念募金」は、本年、
４年目を迎えます。
この間、多くの皆様方からご協力ご厚情を賜り、厚くお礼申し上げます。
お寄せいただきましたご芳志は、創立 90周年記念事業として、下記のような事業に活用させていただいています。
これからも千代田三番町、町田、筑波の各キャンパスの教育環境整備を図って参ります。
創立 90周年記念事業を進めていくため、引き続き、皆様方のご支援ご協力をお願い申し上げます。
� 平成 25年 1月吉日　　　�
� 理事長　　山口　孝

文
化
祭
に
参
加
し
ま
し
た

去
る
9
月
29
日
、
30
日
に
行
わ
れ
た
中
学
・
高
校

の
文
化
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は『
中
学
・

高
校
の
あ
ゆ
み
』
を
展
示
発
表
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
第
1
期
生
（
昭
和
19
年
卒
）
の
小
澤
さ
ん
の
『
卒

業
ア
ル
バ
ム
』
を
お
貸
し
て
、
数
枚
の
写
真
と
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
伺
い
パ
ネ
ル
展
示
を
し
ま
し
た
。
制
服
を

着
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
く
モ

ン
ペ
姿
の
写
真
を
見
て
い
る
と
、
ぐ
っ
と
胸
に
迫
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
行
っ
て
い
る
『
手
作
り
品
の
講
習
会
』
は
大

変
な
好
評
で
、
多
く
の
小
学
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
入
学
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

ま
た
『
手
作
り
品
の
展
示
販
売
』
も
盛
況
で
、早
々

に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
品
物
も
あ
り
ま
し
た
。
校
章

を
染
め
抜
い
た
小
風
呂
敷
も
新
た
に『
校
章
グ
ッ
ズ
』

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

あ
づ
ま
会
の
部
屋
は
、
出
会
い
の
部
屋
で
も
あ
り

ま
す
。か
つ
て
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
先
生
と
会
っ
て
、

話
が
弾
ん
で
い
る
光
景
は
、
決
し
て
珍
し
い
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。 昭和 33年卒業の平手千華子さん

創立 90 周年記念募金の合計金額は、55,657,979 円	になりました。（平成 24年 12 月 15 日現在）

＜�募金は次のような事業に使われています。＞

＜お知らせ＞
①　�平成 23年度の税制改正で「税額控除制度」が導入されました。この制度は、寄付金が所得税から直接控除されるため、
　　減税効果が大きくなりました。
②　学校法人に遺贈した財産は、相続税の非課税財産になります。ご相談は、募金事務局でお受けし、信託銀行をご紹介いたします。
③　�団体の寄付金として「○○卒クラス会有志一同」等からのご寄付もお受けしています。

＜お問合せ先＞
　　学校法人　東京家政学院　募金事務局
　　　　　TEL：０３－３２６２－２２４２　　FAX：０３－３２６２－２１７４　　E-mail：bokin@kasei-gakuin.ac.jp

一期生の皆さんと楽しく会談する
あづま会澤田会長と山口理事長

食堂と喫茶コーナー
（町田キャンパス）

図書館のパソコン更新
（筑波キャンパス）

「子供のための音楽教室」の記念碑
（千代田三番町キャンパス）

ローズコート
（町田キャンパス）

キャリアサポートセンター
（高等学校・中学校）

「東京家政学院創立 90周年記念募金」報告

ペンダント照明
（千代田三番町キャンパス）

沖吉
タイプライターテキスト

沖吉
タイプライターテキスト
 生活

沖吉
タイプライターテキスト

沖吉
タイプライターテキスト

沖吉
タイプライターテキスト
　三


沖吉
タイプライターテキスト

沖吉
タイプライターテキスト

沖吉
タイプライターテキスト

沖吉
タイプライターテキスト



　2013 年 1月発行　学院だより　3

町田キャンパス　
〒194-0292　東京都町田市相原町 2600 番地
TEL：042-782-9811（代）
千代田三番町キャンパス　
〒102-8341　東京都千代田区三番町 22 番地
TEL：03-3262-2251（代）

URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/

東京家政学院大学
TOKYO　KASEI - GAKUIN　UNIVERSITY　
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し
、
参
加
者
か
ら

は
「
時
間
が
な
く

て
全
部
見
ら
れ
な

か
っ
た
け
ど
、
次

回
、
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
」、

「
い
ろ
ん
な
も
の

に
触
れ
、
い
ろ
ん

な
も
の
を
つ
く
れ

て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
2
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
参
加
人
数
は
昨
年
度
を
上
回
り
、

ま
た
昨
年
も
参
加
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
の
来
場
者
も
お

り
、
着
実
に
地
域
に
根
付
い
て
き
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
ア
リ
オ
橋
本
と
は
、
今
後
も
地
域
貢
献
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
共
同
で
開

催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

津
久
井
地
域
で

「
に
ご
み
う
ど
ん
」
料
理
教
室
を
実
施

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
、

津
久
井
地
域
商
工
会
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
に
よ

り
、
津
久
井
地
域
の
伝
統
的
家
庭
料
理
で
あ
る
「
に

ご
み
」（
煮
込
み
う
ど
ん
）
の
再
現
お
よ
び
普
及
の

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
同
学
科
の
1
～
3
年
生
、
13
名
が
参

加
し
、更
に
今
年
度
よ
り
多
摩
大
学
の
協
力
も
得
て
、

「
に
ご
み
」
の
普
及
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
般
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
弾
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
9
月
29
日
（
土
）
に
藤
野
地
区
で
「
親
子
で

楽
し
む
「
に
ご
み
う
ど
ん
」
料
理
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
3
歳
か
ら
70
歳
代
ま
で
総
勢
12

人
が
参
加
し
、
学

生
た
ち
と
一
緒

に
、
皆
で
楽
し
く

う
ど
ん
を
作
り
、

「
に
ご
み
」
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

同
料
理
教
室
は
相

模
湖
地
区
で
も
10

月
13
日
（
土
）
に

開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
試
食
提
供
等
に
も
学
生

ら
が
参
加
し
「
に
ご
み
」
の
普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
学
・
中
高
合
同
防
災
避
難
訓
練
の
実
施

好
天
に
恵
ま
れ
、
大
学
と
中
高
の
合
同
防
災
避
難

訓
練
が
10
月
12
日（
金
）の
昼
休
み
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
開
始
の
校
内
一
斉
放
送
を
受
け
、
学
生
・
生

徒
・
教
職
員
達
は
、
白
衣
や
運
動
着
な
ど
授
業
時
の

ま
ま
、
中
庭
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
避
難
し
ま
し
た
。

学
院
奨
学
金
授
与
式

成
績
優
秀
者
に
贈
ら
れ
る
、
平
成
24
年
度
の
東

京
家
政
学
院
奨
学
金
・
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
創

立
80
周
年
記
念
光
塩
会
奨
学
金
の
授
与
式
が
、
町
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
10
月
18
日
（
木
）
に
、
千
代
田
三

番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
10
月
23
日
（
火
）
に
、
そ
し

て
11
月
10
日
（
土
）
に
は
光
塩
会
奨
学
金
授
与
式
が

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
生
達
は
、
学
長
ま
た
は
光
塩
会
会
長
か
ら
手
渡

さ
れ
た
賞
状
な
ど
晴
れ
や
か
な
表
情
で
受
け
取
っ
て

い
ま
し
た
。

最
後
ま
で
諦
め
な
か
っ
た

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

Ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
～
お
か
し
な
ド
レ
ス
～

10
月
28
日
、
日
曜
日
、
曇
り
の
ち
雨
、
朝
6
時
の

天
気
図
は
疎
ら
な
雨
雲
が
分
布
し
、
今
に
も
降
り
出

し
そ
う
な
空
模
様
で
し
た
。
屋
外
ス
テ
ー
ジ
の
こ
の

シ
ョ
ー
を
是
非
開
催
し
た
い
一
心
で
、
会
場
に
て
待

機
し
ま
し
た
が
、
激
し
い
雨
が
降
り
出
し
、
止
む
無

く
中
止
を
決
め
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
期
待
と
落
胆

の
繰
り
返
し
で
疲
労
に
満
ち
た
心
模
様
で
し
た
。

そ
の
時
、
ピ
タ
ッ
と
雨
が
止
ん
だ
の
で
す
。
一

斉
に
歓
喜
の
声
が
沸
き
上
が
り
…
こ
こ
か
ら
今
回
の

シ
ョ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
浴
衣
の
創
作
帯
、
日
米

桜
交
流
百
年
記
念
の
バ
レ
エ
衣
装
、
お
菓
子
の
国
の

甘
い
お
か
し
な
ド
レ
ス
、
婚
礼
衣
装
色
打
掛
の
リ

メ
ー
ク
ド
レ
ス
な
ど
が
登
場
し
、
予
定
し
た
2
回
の

シ
ョ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

願
い
を
心
に
刻
み
、
願
え
ば
叶
う
こ
と
を
信
じ
、

最
後
ま
で
諦
め
な
い
そ
の
向
こ
う
に
成
功
が
待
っ
て

い
る
と
学
生
た
ち
は
気
が
付
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

物
事
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
昨
今
で
す
が
、
こ
の

成
功
体
験
を
元
に
し
て
、
今
後
の
勉
学
や
社
会
生
活

を
前
進
し
て

ほ
し
い
と
感

じ
た
シ
ョ
ー

で
し
た
。

多
摩
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
で
学
生
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

新
し
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
中

人
間
福
祉
学
科
の
3
人
の
学
生
た
ち
が
、
新
し
い

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
建
築
後
40
年
以
上
が
過

ぎ
、
老
朽
化
し
、
住
民
の
高
齢
化
も
目
立
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
な
か
に
、「
笑
う
門
」
と
い
う
リ
ハ
ビ

リ
に
特
化
し
た
新
し
い
形
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
な
い
、

新
し
い
価
値
を
創
造
し
た
い
、
若
い
人
た
ち
の
セ
ン

ス
を
生
か
し
、団
地
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
た
い
と
、

彼
ら
は
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
東
京
家

政
学
院
大
学
と
多
摩
大
学
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

組
み
ま
し
た
。
な
ぜ
、
二
つ
の
大
学
の
コ
ラ
ボ
か
？

そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
強
み
を
生
か
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
我
々
に
は
、
生
活
や
福
祉

に
対
し
て
の
強
み
が
あ
り
、
一
方
、
多
摩
大
学
に
は

経
営
や
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
強
み
が
あ
り
ま
す
。

双
方
の
こ
の
強
み
を
生
か
し
、
融
合
す
る
こ
と
で
、

新
し
い
時
代
の
新
し
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
に
貢

献
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
頻
繁
に
会
合
し
、
そ
し
て
そ
の
成

果
を
教
員
と
共
有

し
、
ま
た
現
場
に

戻
し
な
が
ら
、今
、

さ
ら
に
洗
練
さ
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
発
し
て
い
ま

す
。

第
49
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭

Jack	in	the	box

～
ワ
ク
ワ
ク
が
こ
こ
に
あ
る
～

11
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）、
第
49
回
Ｋ
Ｖ
Ａ

祭
が
開
催
、
69
団
体
（
延
べ
２
１
５
０
名
）
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
は
ゼ
ミ
な
ど
の
参
加
も
多
く
、
模

擬
店
や
展
示
に
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
人

気
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、
企
業
等
か
ら
の
協
賛
品
も

あ
り
、
カ
ー
ド
が
完
売
し
ま
し
た
。
今
年
は
、「
Ｄ

Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
」
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
韓
国
ア
イ
ド

ル
グ
ル
ー
プ
の
ラ
イ
ブ
で
大
盛
況
で
し
た
。

保
護
者
対
象
教
育
懇
談
会
・
個
別
面
談
実
施

保
護
者
を
対
象
と
し
た
初
め
て
の「
教
育
懇
談
会
・

個
別
面
談
」
が
11
月
11
日
に
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実

施
さ
れ
、
18
組
の
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場

に
は
各
学
科
の
個
別
相
談
室
が
設
け
ら
れ
、
保
護
者

は
教
員
に
子
女
の
「
学
業
の
こ
と
」
や
「
就
職
・
進

路
の
こ
と
」
に
つ
い
て
、
熱
心
に
相
談
し
て
い
ま
し

た
。
保
護
者
か
ら
は
「
大
学
の
様
子
や
先
生
方
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
満
足
し
ま
し
た
。」

と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
、
好
評
の
内
に
終
了
し
ま
し

た
。
こ
の
他
に
、
天
野
学
長
に
よ
る
「
女
性
の
ラ
イ

フ
キ
ャ
リ
ア
」
に
つ
い
て
の
講
演
、
就
職
担
当
職
員

に
よ
る
「
就
職
説
明
会
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

カナダで海外研修

今年度の「総合演習２」の授業は、ビクトリア州立ロ
イヤルローズ大学で 9月に 2週間に亘り実施されまし
た。23名の学生が事前授業を経て参加。大学は 120 年
前に建築された城のような建物で、キャンパスには鬱蒼
たる森林と美しい庭園が広がるという環境。引率の大和
田寛、内田敬子両准教授によると、学生は英会話とカナ

ダ文化を楽しみながら学習し、今後の英語学習への意欲
をかき立てられて帰国しました。（表紙左上の写真参照）
11 月 8日には、9月にお世話になった大学の先生が

カナダから千代田三番町キャンパスを訪問され、山口理
事長との歓談後、学生の作る江戸時代の料理を学生と共
に賞味し、楽しいひと時を過ごされ、交流が深まりまし
た。

ア
リ
オ
橋
本
に
て
、

「
も
の
つ
く
り
・
体
験
教
室
」
を
開
催

8
月
25
日
（
土
）、
橋
本
駅
近
く
の
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、ア
リ
オ
橋
本
に
て
、本
学
町
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
3
学
科
に
よ
り
「
夏
休
み�

大
学
生
と
楽

し
む
も
の
つ
く
り
・
体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

工
作
や
小
物
作
り
、実
験
、車
い
す
体
験
等
19
の
ブ
ー

ス
を
用
意
し
、
総
勢
１
２
０
名
以
上
の
教
員
・
学
生

が
対
応
し
ま
し
た
。

当
日
は
４
５
０
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
来
場

ＫＶＡ祭の様子

学習支援室オープン

昨年９月に学習支援室が町田（1208 室）、千代田三
番町（1404 室）の両キャンパスにオープンしました。
上級生による履修登録サポート、学習支援室のスタッフ
による学習サポートなどの支援活動を開始しました。学
生の皆さんが入学から卒業まで安心して充実した大学生
活を送ることができるように、支援活動を続けていきま

す。履修する授業や
学習方法など修学に
関してわからないこ
とがある場合には支
援室の扉をたたいて
ください。

学習相談風景

子どもたちと学生が一緒にものづくり

学生の指導でうどんを打つ子どもたち

フィナーレのシーン
（色打掛のリメークドレス）

多摩ニュータウンでの真夏の
フィールドワーク
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管
理
栄
養
士
の
臨
地
実
習
報
告
会

健
康
栄
養
学
科
で

は
、
１
年
次
に
学
外

実
習
の
導
入
教
育
と

し
て
「
基
礎
ゼ
ミ
」、

２
年
次
に
、
管
理
栄

養
士
の
活
躍
の
場
を

体
験
す
る
「
健
康
栄

養
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
実

習
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
基
礎
に
３
年
次
に
事

業
所
や
学
校
な
ど
で
給
食
運
営
を
学
ぶ
「
給
食
運
営

臨
地
実
習
」、
病
院
な
ど
で
栄
養
ケ
ア
プ
ラ
ン
な
ど

を
学
ぶ
「
臨
床
栄
養
臨
地
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」、
保
健
所

や
保
健
セ
ン
タ
ー
で
公
衆
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学

ぶ
「
公
衆
栄
養
臨
地
実
習
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
臨

地
実
習
の
総
ま
と
め
と
し
て
、
４
年
生
が
実
習
記
録

や
体
験
を
報
告
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
４
年
生
は
個
々

人
が
実
習
し
た
施
設
以
外
の
理
解
を
深
め
、
後
輩
達

（
２
、３
年
生
）
は
先
輩
達
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
事
前
学
習

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
もEDO	ART	EXPO

（
9
月
28
日
～
10
月
16
日
開
催
）

に
協
賛
・
共
催
し
ま
し
た

昨
年
度
実
施
し
た
学
内
展
示
、
着
物
シ
ョ
ー
へ
の

参
加
（
今
年
は
留
学
生
が
参
加
。
日
本
文
化
に
触
れ

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
）
に
加
え
、
今
年
は
同

時
開
催
さ
れ
た
「
東
京
都
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
江

戸
書
道
展
」
に
中
高
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

優
秀
作
品
に
東
京
家
政
学
院
大
学
賞
を
贈
り
、
入
選

作
品
の
学
内
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

最
も
活
躍
し
た
の

は
プ
レ
ス
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
ブ
ロ
グ
で
イ

ベ
ン
ト
等
の
様
子
を

レ
ポ
ー
ト
し
た
学
生

た
ち
でtw

itter

で

も
発
信
さ
れ
、
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
一
人
、
福
田
有
加
さ
ん
（
現
代
家
政
学
科

1
年
）
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

プ
レ
ス
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て
、
江
戸
の
美

意
識
を
た
く
さ
ん
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
企
業
や
お

店
の
方
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
印
象
に

残
っ
た
の
は
お
江
戸
日
本
橋
舟
め
ぐ
り
で
、
古
地
図

を
片
手
に
解
説
者
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
18
の
橋
の

下
を
く
ぐ
っ
て
行
き
ま
し
た
。�

街
を
歩
い
て
い
る

視
線
の
高
さ
と
は
違
う
、
水
辺
か
ら
江
戸
東
京
の
街

を
再
発
見
で
き
る
素
晴
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

コ
ン
ケ
ン
大
学
本
学
ご
訪
問

9
月
25
日
に
コ
ン
ケ
ン
大
学
看
護
学
部
（
タ
イ
）

の
先
生
方
12
名
が
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
、
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の

際
、
児
童
学
科
お
よ

び
人
間
福
祉
学
科

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

高
い
興
味
を
示
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
11

月
21
日
に
は
関
係

者
6
名
に
よ
る
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
が
実
現
。
交

流
会
と
施
設
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
両
日
と
も
和

や
か
な
が
ら
非
常
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

学
部
間
提
携
校
と
し
て
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

受
贈
資
料
紹
介

生
活
文
化
博
物
館
で
は
、
卒
業
生
の
方
々
か
ら
在

校
当
時
の
教
科
書
や

ノ
ー
ト
、
授
業
で
制

作
し
た
作
品
な
ど
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
夏
、
ご
子
息

よ
り
小
池
と
み
子
様

（
専
一
回
生
）
の
遺

品
、
昭
和
2
年
時
の

「
授
業
料
・
校
費
領
証
収
」、
日
本
料
理
と
西
洋
料
理

の
授
業
の
ノ
ー
ト
2
冊
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
料
理
別
の
材
料
や
作
り
方
な
ど
が
丁
寧
に
記
入

さ
れ
て
お
り
、
1
冊
は
本
学
特
製
の
も
の
で
Ｋ
Ｖ
Ａ

マ
ー
ク
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
創
立
初
期
の
様
子

が
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
今
後
、
展
覧
会

で
の
披
露
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

児
童
養
護
施
設
等
か
ら
の
入
学
者
を
対
象
と
し
た

「
学
費
等
減
免
制
度
」
に
つ
い
て

本
学
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
児
童
養
護
施
設
・

里
親
家
庭
等
か
ら
の
入
学
者
を
対
象
と
し
た
学
費
減

免
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
入
学
金
免
除
、授
業
料
・

施
設
設
備
資
金
を
四
年
間
、
半
額
免
除
と
し
ま
す
の

で
、
経
済
的
な
負
担
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整
っ
た
人
間
福
祉
学

科
に
お
い
て
実
施
し
、
４
名
が
入
学
し
ま
す
。

日本文化学科合同同窓会開催に関するお知らせ

日本文化学科では、以下の要領で合同同窓会を開催い
たします。卒業生のみなさまのご参加を心よりお待ちい
たしております。
日　時：2013年 3月 3日（日）13：00～ 15：30
場　所：京王プラザホテル新宿
�参加費：3500円の負担をお願いいたします。（集合写

真をご希望の場合は5000円）
申し込み期限：2013年 1月末日
申�し込み方法：下記の学科専用のメールアドレスにて
申し込んでください。後日、詳細をメールにてお知
らせいたします。
学科専用アドレス：nitibun@kasei-gakuin.ac.jp
◎�なお、メールには、氏名（旧姓併記）・所属ゼミ・
卒業年度をお書き添えください。

ポスター示説

千代田三番町での交流会の様子 お江戸日本橋舟めぐりの船

右より ｢授業料・校費領証収｣、
西洋料理ノート、日本料理ノート

東京家政学院大学では、平成 25年度 4月から現代生活学部「現代家政学科」、「児童学科」及び「人間福祉学科」の入学定員
を変更します。
変更後の入学定員は以下のとおりとなります。
定員変更を行う学科及び定員

� 　　　　　　　　�　�変更前　　����変更後
� 　■現代家政学科　120 名　

▲

��130 名
　� 　■児 童 学 科　��80 名　

▲

����90 名（予定）※指定保育士養成施設の定員増申請中
� 　■人間福祉学科　��80 名　

▲

����60 名
� 　※健康栄養学科及び生活デザイン学科の定員変更はありません。

平成 25年度　東京家政学院大学・大学院　入試日程

現代生活学部
入　試　種　別 日 程 出   願   期   間　※ 1 試　　験　　日 合格発表日 入学手続締切日 募集人員

一般入試

S 日程 1 月 7 日（月） ～ 1 月 17 日（木） 1 月 26 日（土） 1 月 30 日（水） 2 月 6 日（水） 48 名

A 日程 1 月 7 日（月） ～ 1 月 18 日（金）
窓口受付： 1 月 21 日（月） ※ 2

2 月 1 日（金）
2 月 3 日（日） 2 月 4 日（月） 2 月 12 日（火） 95 名

B 日程 1 月 23 日（水） ～ 2 月 6 日（水）
窓口受付： 2 月 7 日（木） ※ 2 2 月 14 日（木） 2 月 15 日（金） 2 月 22 日（金） 24 名

C 日程 2 月 21 日（木） ～ 3 月 1 日（金）
窓口受付： 3 月 4 日（月） ※ 2 3 月 13 日（水） 3 月 14 日（木） 3 月 22 日（金） 8 名

センター試験
利用入試

A 日程 1 月 21 日（月） ～ 2 月 1 日（金）
窓口受付： 2 月 4 日（月） ※ 2 大学入試

センター試験
1 月 19 日（土）
1 月 20 日（日）

2 月 7 日（木） 2 月 14 日（木） 26 名

B 日程 1 月 30 日（水） ～ 2 月 8 日（金）
窓口受付： 2 月 12 日（火） ※ 2 2 月 15 日（金） 2 月 22 日（金） 13 名

C 日程 3 月 7 日（木） ～ 3 月 18 日（月）
窓口受付： 3 月 19 日（火） ※ 2 3 月 22 日（金） 3 月 28 日（木） 7 名

特別選抜試験
（社会人・海外帰国子女） B 日程 12 月 10 日（月） ～ 12 月 17 日（月） 1 月 12 日（土） 1 月 16 日（水） 1 月 23 日（水） 若干名

私費外国人留学生試験 B 日程 11 月 14 日（水） ～ 11 月 28 日（水） 
窓口受付：上記期間中 ※ 3 1 月 12 日（土） 1 月 16 日（水） 1 月 23 日（水） 若干名

編入学試験・学士入学試験 B 日程 12 月 10 日（月） ～ 12 月 17 日（月） 1 月 12 日（土） 1 月 16 日（水） 1 月 23 日（水） 若干名

※ 1　出願期間は、郵送での締切日（消印有効）を表す。
※ 2　一般入試、センター試験利用入試の窓口受付は、町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。
※ 3　 私費外国人留学生試験の窓口受付は、郵送出願期間中（土・日曜、祝日を除く）の町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。

大学院
入試種別 出願期間 試験日 合格発表日 入学手続締切日 募集人員

一般・社会人・留学生選抜（後期） 1 月 29 日（火）～ 2 月 5 日（火） 2 月 12 日（火） 2 月 19 日（火） 2 月 26 日（火） 計 10 名

※大学院入学時の学納金が変更されます。
・本学院の卒業生は入学金が全額免除となりました。
・授業料（前期）が 300,000 円に、施設設備資金（前期）が
　50,000 円になりました。

平成 25年度　筑波学院大学　入試日程
経営情報学部

入試種別 区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表 募集人員

一般入試
Ａ日程 1 月 15 日（火）～ 1 月 31 日（木） 2 月 10 日（日） 2 月 14 日（木） 30 名

Ｂ日程 2 月 6 日（水）～ 2 月 20 日（水） 3 月 2 日（土） 3 月 7 日（木） 15 名

センター試験
利用入試

Ａ日程 1 月 28 日（月）～ 2 月 6 日（水） 本学独自の
学力審査はありません

2 月 19 日（火） 10 名

Ｂ日程 2 月 25 日（月）～ 3 月 12 日（火） 3 月 19 日（火） 5 名

AO 入試【予備面談型・作品型】 ４期 2 月 25 日（月）～ 3 月 12 日（火） 3 月 17 日（日） 3 月 19 日（火） AO 入試 計 60 名

私費外国人留学生入試 Ｂ日程 1 月 7 日（月）～ 1 月 18 日（金） 2 月 3 日（日） 2 月 7 日（木） 若干名

社会人入試 1 月 7 日（月）～ 1 月 18 日（金） 2 月 3 日（日） 2 月 7 日（木） 若干名

平成 24 年度オープンキャンパス開催日時
2 月 23 日（土）14:00 ～

3 月 24 日（日）10:30 ～

（お問い合わせ先）
　筑波学院大学
　〒 305-0031　茨城県つくば市吾妻３－１　入試・広報課
　TEL　０２９－８５８－４８１５
　URL　http://www.tsukuba-g.ac.jp　E-mail　nyushi@tsukuba-g.ac.jp

（お問い合わせ先）
　東京家政学院大学・大学院
　〒 194-0292　東京都町田市相原町２６００番地
　町田キャンパス入試広報グループ
　TEL　０４２－７８２－９４１１
　URL　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/　E-mail　nyushi@kasei-gakuin.ac.jp

現代生活学部
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〒 305-0031　茨城県つくば市吾妻 3-1
TEL：029-858-4811（代表）
FAX：029-858-7388
URL　http://www.tsukuba-g.ac.jp
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セ
グ
ウ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中

お
そ
ら
く
全
国
の
大
学
で
唯
一
、
筑
波
学
院
大
学

だ
け
が
持
っ
て
い
る
も
の
。
そ
れ
は
、
セ
グ
ウ
ェ
イ

と
、
セ
グ
ウ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

セ
グ
ウ
ェ
イ
と
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
移
動
手
段

で
、
電
動
の
立
ち
乗
り
二
輪
車
で
す
。
体
重
移
動
だ

け
で
、
ス
ピ
ー
ド
や
方
向
が
定
ま
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
内
で
公
道
を
走
れ
る
の
は
、
国
の
ロ

ボ
ッ
ト
特
区
に
認
定
さ
れ
た
つ
く
ば
市
だ
け
で
す
。

本
学
の
2
年
生
12
名
が
、「
実
践
科
目
Ｂ
」
を
活

用
し
、
公
式
の
初
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
取

組
ん
で
い
る
の
が
、
セ
グ
ウ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
つ
く
ば
市
が
施
策
と
し
て
行
う
観
光
ツ
ア
ー
や

試
乗
会
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
る
ほ
か
、
セ
グ

ウ
ェ
イ
を
活
用
し
て
、つ
く
ば
駅
近
辺
の
清
掃
活
動
、

チ
ラ
シ
の
配
布
活
動
、
つ
く
ば
市
の
国
際
会
議
場
を

利
用
す
る
方
へ
の
道
案
内
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、初
め
て
セ
グ
ウ
ェ
イ
に
乗
る
方
が
、

安
全
に
、
楽
し
ん
で
乗
れ
る
よ
う
、
緊
張
を
ほ
ぐ
し

な
が
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
力
を
磨

い
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
の

広
が
り
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

つ
く
ば
市
の
公
共
駐
車
場
に
お
け
る

広
報
・
デ
ザ
イ
ン
活
動

筑
波
学
院
大
学
デ
ザ
イ
ン
系
研
究
室
（
高
嶋
講

師
、
中
川
講
師
）
で
は
、
一
般
財
団
法
人
つ
く
ば
都

市
交
通
セ
ン
タ
ー
の
依
頼
を
受
け
、「
新
し
い
街
作

り
の
核
と
な
る
駐
車
場
」
を
目
指
し
た
広
報
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｘ
つ
く
ば
駅
近
く
の
複
合
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
大
型
立
体
駐
車
場
「
う
み
と
り

く
の
駐
車
場
」
の
２
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
お
よ

び
連
絡
通
路
に
、
地
域
情
報
を
掲
載
す
る
情
報
掲
示

板
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た
近
隣
地
域
の
地
図

は
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
へ
と
変

更
し
ま
し
た
。

各
ボ
ー
ド
に
は
、地
域
の
図
書
館
、美
術
館
、ホ
ー

ル
、
筑
波
学
院
大
学
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
グ
ル

メ
情
報
等
を
掲
示
さ
れ
ま
す
。
ボ
ー
ド
に
掲
示
さ
れ

る
ポ
ス
タ
ー
は
、
本
学
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
２
～
３

年
生
が
編
集
・
レ
イ
ア
ウ
ト
、
更
新
作
業
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
計
画
と
同
時
に
開
設
さ
れ
た
１
階
に

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
、
本
学
２
年

生
の
木
村
遥
さ
ん

の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
今
後

も
本
学
の
学
生
作

品
が
継
続
し
て
展

示
さ
れ
る
予
定
で

す
。

「学食フェア」始まる

　「もっと魅力的な学食にしたい。」という学生の要望から始
まった学食改善プロジェクトは、毎週水曜日のフェアの開催
や、単品販売などの取組により、学生の利用者数も増え、ラ
ンチタイムの学食は多くの学生で賑わっています。後期より
学生を主体とした学食改善委員会も発足し、より学生が利用
しやすい、魅力的な学食作りに取り組んでいく予定です。

平成 24年度就職ガイダンスを実施しています

　３年生を対象とした就職ガイダンスを隔週水曜日の 5
時限目に実施しています。本格的な就職活動のスタート
である 12月に向けての準備とその後の対策として、履
歴書や面接対策など、盛りだくさんの内容となっていま
す。

セグウェイチラシ配布活動の様子

セグウェイ清掃活動の様子

本学がデザインした情報ボード

社
会
人
基
礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ
関
東
地
区

予
選
大
会
で
本
学
チ
ー
ム
が
奨
励
賞
を
受
賞
！

11
月
14
日
、
日
本
経
済
新
聞
社
東
京
本
社
に
お
い

て
社
会
人
基
礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ
関
東
地
区
予
選
大

会
が
開
か
れ
、
経
営
情
報
学
部
3
年
の
谷
山
秀
明
君
、

黒
田
大
貴
君
、
飯
島
魁
君
の
3
名
が
、
亀
田
千
里
講
師

と
共
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
経
済
産
業
省

が
提
言
す
る
「
社
会
人
基
礎
力
」（
職
場
や
地
域
社
会

の
中
で
多
様
な
人
々
と
共
に
仕
事
す
る
上
で
必
要
な
基

礎
的
な
能
力
）
の
育
成
事
例
と
そ
の
成
果
を
発
表
す
る

も
の
で
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本

学
は
今
年
で
3
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

本
学
の
チ
ー
ム
は
、「
多
面
的
に
見
る
震
災
と
支

援―

被
災
者
が
今
必
要
と
し
て
い
る
も
の―

」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
谷
山
君
達
が
授
業
「
実
践
科
目
Ｃ
」

の
中
で
取
り
組
ん
だ
震
災
復
興
支
援
活
動
の
様
子
や

そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
3
名
は
緊
張
し
な
が
ら
も

堂
々
と
発
表
し
、
審
査

員
か
ら
の
質
問
に
も
一

つ
一
つ
誠
実
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

本
学
チ
ー
ム
は
奨
励

賞
を
受
賞
し
、
本
学
学

生
の
取
り
組
み
を
広
く

知
っ
て
頂
く
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

本
学
留
学
生
が
『JAPAN

	TEN
T

世
界
留
学
生
・

い
し
か
わ
２
０
１
２
年
』
に
参
加

私
は
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
留
学
生
、
ア
マ
ー
リ　

ウ
ィ
ラ
シ
ン
ハ
で
す
。
石
川
県
で
開
催
さ
れ
た
第
25

回
記
念JAPAN

�TEN
T

世
界
留
学
生
交
流
・
い
し
か

わ
２
０
１
２
に
参
加
し
ま
し
た
。
留
学
生
３
０
０
人

が
集
ま
り
、
8
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
７
日
間
、

石
川
県
内
全
19
の
市
町
村
を
舞
台
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

ま
し
た
。

23
日
金
沢
へ
行
き
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
の
市
町
村

へ
行
き
ま
し
た
。
私
を
含
め
た
８
人
の
グ
ル
ー
プ
は

宝
達
志
水
町
へ
行
き
ま
し
た
。
海
に
近
い
美
し
い
町

で
し
た
。
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
は
向
田

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
し
た
。
若
い
夫
婦
で
小
さ
い
子
供
が

２
人
い
る
家
族
で
し
た
。
宝
達
志
水
町
で
はJAPAN

�

TEN
T

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
宝
達
山
登
山
、
お
は
ぎ

作
り
や
、
ぶ
ど
う
狩
り
を
し
ま
し
た
。
ぶ
ど
う
狩
り

で
初
め
て
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
を
食
べ
ま
し
た
。
本
当

に
お
い
し
い
ぶ
ど
う
で
し
た
。
向
田
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
、
の
と
じ
ま
水
族
館
、
ガ
ラ
ス
美
術
館
、
千
里
浜

海
岸
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
。
26

日
に
金
沢
の
も
う
一
つ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
は
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
茂

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
し
た
。
私
と
中
国
の
留
学
生
が
一
緒

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

ま
し
た
。
茂
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
一
緒
に
金
沢

21
世
起
美
術
館
、
兼

六
園
、金
沢
城
公
園
，

香
林
坊
な
ど
へ
行

き
、
と
て
も
楽
し
い

生
活
を
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
愛
が
し

み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。
最
高
な
思
い
出
が
で
き
て
、

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
今
、
写
真

を
何
回
も
見
て
振
り
替
え
り
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
石
川

県
シ
ッ
ク
だ
と
思
い
ま
す
。
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
に
関

わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

第
12
回
保
護
者
会
開
催

9
月
29
日
（
土
）
に
第
12
回
保
護
者
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
の
講
演
は
マ
イ
ナ
ビ
編
集
長
の
三
上
隆

次
氏
を
招
い
て
『
就
職
市
場
概
況
及
び
家
庭
に
於
け
る

就
職
支
援
』
と
い
う
演
題
で
行
わ
れ
、
就
活
で
保
護
者

が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。

留
学
生
日
本
文
化
研
修

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
11
月
10
日
に
、
恒
例
の
研
修

旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。
今
年
は
多
数
の
学
友
会
学

生
と
大
学
院
在
学
の
卒
業
生
も
交
え
た
留
学
生
な
ど

23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
伝
統
工
芸
で
有
名
な
結
城

紬
の
里
で
は
コ
ー
ス
タ
ー
の
は
た
織
り
を
体
験
し
、

昼
食
後
の
下
妻
ふ
る
さ
と
博
物
館
で
は
館
長
さ
ん
の

出
迎
え
を
受
け
、
郷
土
の
歴
史
と
著
名
人
の
説
明
展

示
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
に
筑
波
山
を
周
回
し
て

八
郷
村
の
み
か
ん

狩
り
を
堪
能
し
ま

し
た
。
身
近
な
郷

土
を
知
っ
た
、
普

段
経
験
で
き
な
い

こ
と
が
体
験
で
き

た
と
参
加
者
か
ら

喜
び
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

第 22回ＫＶＡ祭

平成 24 年 10 月 27・28 日に第 22 回ＫＶＡ祭が開
催されました。「いって　みて　わかる。」と言うテーマ
を掲げ、２日目は残念ながら小雨でしたが多数の来場者
を集めました。
今年は、元サッカー日本代表の通訳を務め現在スポー

ツキャスターのフローラン・ダバディ氏講演会と、あ

や ま ん JAPAN ト ー ク
ショー&ライブ ! が行わ
れました。
恒例となった「第 7回

ＫＶＡ杯ドッジボール大
会」、学友会主催の「つ
くば仮装コレクション
2012」も盛況でした。

社会人基礎力育成グランプリ発表の様子

ホームステイ先の向田ファミリーと

研修の様子

ＫＶＡ祭の様子
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〒102-8341
東京都千代田区三番町 22 番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）
URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/
chuko/
E-mail:koho@chuko.kasei-gakuin.
ac.jp

東京家政学院中学校・高等学校
TOKYO　KASEIGAKUIN　JUNIOR　＆　SENIOR　HIGH　SCHOOL
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第
48
回
常
磐
祭
（
中
高
生
徒
会
）

今
年
の
常
磐
祭
は
、
第
一
部
体
育
祭
が
9
月
26
日

に
、
第
二
部
文
化
祭
が
９
月
29
日
・
30
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
例
年
に
な
く
体
育
祭
と
文
化
祭
の
間
の

期
間
が
短
く
、
体
育
祭
の
予
行
や
文
化
祭
の
準
備
を

含
め
て
、
常
磐
祭
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
体
育
祭
は
綾
瀬
に
あ
る
東
京
武
道
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
徒
競
走
や
騎
馬
戦
、
ク
ラ
ス
対
抗
リ

レ
ー
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
各
種
目
大
き

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
が
、
最
大
の
見
所
は

高
３
の
「
荒
城
の
月
～
幻
想
～
」
で
す
。
約
半
年
間

練
習
を
重
ね
、こ
の
日
の
成
功
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

第
二
部
文
化
祭
は
、
模
擬
店
・
舞
台
発
表
・
展
示
・

招
待
試
合
等
、
各
参
加
団
体
が
こ
れ
ま
で
重
ね
て
き

た
練
習
や
準
備
の
成
果
を
思
う
存
分
に
発
揮
し
ま
し

た
。
ま
た
、
台
風
の
接
近
に
伴
い
予
定
を
変
更
し
な

が
ら
の
開
催
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
お
客
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
一

週
間
は
生

徒
に
と
っ

て
と
て
も

ハ
ー
ド

で
し
た

が
、
今
年

の
常
磐
祭

の
テ
ー
マ

「
宙
星（
そ

ら
）」
の

通
り
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
空
の
よ
う
に
限
り
な
い
希
望
を
胸

に
輝
き
成
長
で
き
た
常
盤
祭
と
な
り
ま
し
た
。

入
試
広
報
係
だ
よ
り

本
年
度
も
入
試
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。長

引
く
経
済
状
況
の
不
安
定
さ
と
少
子
化
の
影
響

な
ど
、
私
学
受
験
に
対
す
る
逆
風
は
あ
り
ま
す
が
、

長
尾
宏
新
校
長
の
も
と
、
本
校
の
建
学
の
精
神
で
あ

る
「
Ｋ
Ｖ
Ａ
」
精
神
を
広
く
受
験
生
に
伝
え
て
参
り

ま
し
た
。

ま
た
、
伝
統
を
現
代
に
よ
り
即
し
た
も
の
へ
。
長

尾
校
長
の
志
に
そ
っ
て
次
の
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

「
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
、
自
立
し
た
女
性
を
社

会
へ
」

そ
の
具
体
策
と
し
て
①
適
性
検
査
型
入
試
に
よ
る

pisa

型
学
習
の
実
施
②
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
教
育
を

通
じ
て
の
自
尊
心
の
育
成
③
食
育
の
充
実
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
政
学
院
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
々
に
こ
れ

ら
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
本
年
度
は
体
験
教
室
や

体
験
講
座
な
ど
を
多
く
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
「
食
」
に
関
す
る
体
験
は
受
験
生
に
、
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
教
育
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
保
護
者
の

方
々
に
好
評
で
し
た
。

最
後
に
本
年
度
の
説
明
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
多

く
の
卒
業
生
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

体育祭　高３荒城の月

文化祭入場門

中学・高校共通イベント

　合唱祭

日時：2013 年１月 18 日（金）

　　　13：00 ～

場所：練馬文化センター

受験生・保護者の皆様は予約なしで見学できます。
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２０１２年度　東京家政学院　中学校募集要項（抜粋）

試　 験　 日
2月 1日（水） 2月2日（木） 2月5日（日） 2月9日（木）

午 前 午 後 午 後 午 前 午 前

募 集 人 員 ４０名

A入試：2科
40 名

20 名 15 名 5名
B入試：適性検査

10 名

集 合 時 間 8:30 15:00 15:00 8:30 8:30

終 了 時 間
２科　10:30 A・B入試とも

２科　17:00
２科　10:30 ２科　10:30

４科　11:30 17:00 ４科　11:30 ４科　11:30

試 験 科 目
午前入試　２科（国語・算数）、４科（国語・算数・理科・社会）選択

午後入試　２科（国語・算数）　　　   　　　　　　　　　　　　　　　

時 間 ・ 配 点

２科：国語・算数　（各４５分、　各１００点）

４科：国語・算数　（各４５分、　各１００点）　
　　　社会・理科　（計５０分、　各５０点）

適 性 検 査 《１日午後 B入試》Ⅰ国語的分野 ：作文（４５分） 
　　　　　　　　   Ⅱ理科的、社会的分野： 総合問題（４５分）

出 願 受 付
窓口 ： １月２０日（金） ～ 入試当日［日曜を除く］　９：００～１６：００

郵送 ： １月２０日（金） ～ １月２６日（木）　消印有効

検   定   料 ２０，０００円 （複数受験可）

特 待 生 制 度

全ての入試において特待生を選抜します。
　　　得点率８０％以上・・・入学金および授業料　全額免除
　　　得点率７５％以上・・・入学金および授業料　半額免除
　　　得点率７０％以上・・・入学金　免除

特別進学コース
選 抜

全ての入試において特別進学コースを選抜します。
得点率６５％以上を基準とします。

チャレンジ入試 既合格者を対象に、特待生・特別進学コースの再受験ができます。
（１日午後・２日・５日）

合 格 発 表

〈午前入試〉 ◇掲示・・・入試当日　１４：００ ～ １５：００
◇ＨＰ・・・入試当日　１４：００ ～ ２０：００

〈午後入試〉 ◇掲示・・・入試当日　１０：００ ～ １１：００
◇ＨＰ・・・入試当日　２１：００ ～ 翌日　９：００

入 学 手 続 入試当日～２月１０日（金）《日曜を除く》　　９：００ ～ １６：００

入　 学　 金 ２５０，０００円

２０１２年度　募集要項のポイント
 １．試   験   日 ２/ ２午前は実施しません。

 ２．募 集 人 員
合格ラインは得点率５５％です。
（2011 年度入試　各回平均）
定員にこだわらず合格者を出します。

 ３．集 合 時 間 午後入試は余裕を持って受験できます。

 ４．終 了 時 間 筆記試験で終了です。面接は行いません。

 ５．試 験 科 目 ４科受験生は２００点満点に換算して選考します。
科目ごとの基準点は設定せず、合計点で選考します。

 ６．時間 ・ 配点 基礎問題を中心に出題します。
難問、奇問はありません。

 ７．適 性 検 査 公立中高一貫校と同じ形式で出題します。
作文のテーマは事前に伝えます。

 ８．出 願 受 付 当日出願は集合時間まで可能です。

 ９．検   定   料 1 回の受験料で複数回受験できます。

 10．特待生制度 授業料免除は 1ヵ年が対象です。
次年度への継続は審査の上、決定します。

 11． 特別進学コース　
選抜

得点率が基準を超えた合格者は全て特別進学コース合
格となります。
入学手続の際に総合進学コースへ変更することも可能
です。

 12．チャレンジ入試 複数回受験が可能です。
2/9 入試では実施しません。

 13. 合 格 発 表 すべて当日に行います。
合格通知を本校入試窓口にてお受け取りください。

 14．入 学 手 続 合格通知を必ずお持ちください。
必要書類をお渡しします。

 15．入  学  金 返還、延納は実施しておりません。

ご不明な点はお問い合わせ下さい。

東京家政学院  中学校・高等学校　入試事務室
電　話　０３－３２６２－２５５９（入試専用ダイヤル）
ＦＡＸ　０３－３２６２－２２２３
ホームページ　http:// ｗｗｗ .kasei-gakuin.ac.jp/chuko/

２０１２年度入試 説明会日程（中学校）
入試直前対策 1月 14 日（土）　10：00 ～／ 14：00 ～

キャンパスツアー 1月 28 日（土）　11：00 ～　  　　　　

12 月 1日（木）～１月 28 日（土）まで　　入試直前個別相談期間

○予約は、ホームページまたはファクシミリでお受けしております。
○各行事は事情により変更される場合があります。 本校 HPでご確認下さい。

２０１２年度　東京家政学院　高等学校募集要項（抜粋）
１．推薦入試

推薦入試を希望される方は、事前相談が必要です。詳細は、募集要項をご覧下さい。

推 薦   方   式 ①単願推薦　　　②併願推薦　　　③自己推薦

募   集   人   員 ４０名

出   願   期   間 １月１８日（水）　・　１月１９日（木）

試      験      日 １月２２日（日）

合   格   発   表 当　日　発　表

入   学   手   続
①単願推薦 ・ ③自己推薦  １月２２日（日）～２３日（月）　

②併願推薦　１月２２日（日）～公立高校前期発表翌日　  　 

２．一般入試（併願優遇希望者も含む）
併願優遇を希望される方は、事前相談が必要です。詳細は、募集要項をご覧下さい。

募   集   人   員 ４０名

出   願   期   間 １月２５日（水）　～　２月７日（火）

試      験      日 ２月１０日（金）

合   格   発   表 当  日  発  表

入   学   手   続 ２月１０日（金）　～　公立高校前期発表翌日

学校説明会にて

午後入試は２科目（国語・算数）

適正検査入試（２/１午後）を実施

特進コース選抜基準は得点率65％以上 
チャレンジの気持ちを形にしよう！

つのポイント≪中学入試≫

大江スミ奨学金について

昨年度から、中学校２・３年生及び高等学校２・３年生
に対しても授業料の減免が受けられる制度ができました。
　この制度が受けられる生徒は、
前年度に優秀な成績を修め、
良好な生活態度で、高校卒業
時まで、本学院の生徒として
学業を続ける意志のある者と
します。

２０１３年度　東京家政学院　中学校募集要項（抜粋）

試　験　日

2 月 1 日（金） 2 月 2 日（土） 2 月 4 日（月）

第 1 回 第 2 回 第 3 回

午 前 午後Ａ 午後Ｂ 午前 午後 午前

募 集 人 員 40 名 40 名 10 名 20 名 10 名 10 名

集 合 時 間 8:30 15:00 15:00 8:30 15:00 8:30

試 験 科 目 ２科 ･ ４科
選択 ２科 適性検査 ２科 ･ ４科

選択
２科 ･ ４科

選択
２科 ･ ４科

選択

終 了 時 間
２科　10:30

17:00
２科　10:30 ２科　17:00 ２科　10:30

４科　11:30 ４科　11:30 ４科　18:00 ４科　11:30

時間 ・ 配点
２科 ： 国語・算数　（各 45 分、　各 100 点）

４科 ： 国語・算数　（各 45 分、　各 100 点）　社会・理科　（計 50 分、　各 50 点）

適 性 検 査 《１日・午後Ｂ入試》　  適性検査Ⅰ：作文（45 分）　適性検査Ⅱ：融合問題（45 分）  

出 願 受 付 窓口 ：1 月 20 日（日） ～ 入試当日［日曜を除く］　　9：00 ～ 16：00

郵送 ：1 月 20 日（日） ～ 1 月 26 日（土）　消印有効

検   定   料 20,000 円 （複数回受験可）

特待生制度

全ての入試において特待生を選抜します。
　　得点率８０％以上・・・入学金および授業料　全額免除
　　得点率７５％以上・・・入学金および授業料　半額免除
　　得点率７０％以上・・・入学金　免除

特別進学
コース
選　抜

全ての入試において特別進学コースを選抜します。
得点率６５％以上を基準とします。

チャレンジ
入　試

既合格者を対象に、特待生・特別進学コースの再受験ができます。
　（１日午後・２日・４日）

合 格 発 表
〈午前入試〉 ◇掲示……入試当日　14：00 ～ 15：00

◇ＨＰ……入試当日　14：00 ～ 20：00

〈午後入試〉 ◇掲示……入試当日　10：00 ～ 11：00
◇ＨＰ……入試当日　21：00 ～ 翌日 9 ：00

入 学 手 続 入試当日～ 2 月 10 日（日）《日曜を除く》　　9：00 ～ 16：00

入   学   金 250,000 円

受験生イベント　東京家政学院中学校

○入試説明会（受験生対象）

1 月 12 日（土）　10:00 ～／ 14:00 ～
入試直前対策説明会

2 月 23 日（土）　14:00 ～
新６年生対象説明会

○キャンパスツアー
１ 月 19 日（土）11:00 ～

１ 月 26 日（土）11:00 ～

※ 学校見学・個別相談　随時受け付けます。お手数ですが、お電話でご予約の上（03－3262－2559）
ご来校下さい。

２０１３年度　募集要項のポイント
1. 試験日 2 月 1 日（金）午後Ａ入試は２科目入試です。

2 月 2 日（土）午前入試を実施します。

2. 募集人員 2012 年度入試の合計者平均得点率は 55％です。

2. 合否判定 試験の成績に基づき合否判定を行いますので、
募集定員に左右されることはありません。

4. 集合時間 午後入試は余裕を持って受験できます。

5. 終了時間 筆記試験で終了です。面接は行いません。

6. 選考方法 科目ごとの基準点は設定せず、合格点で選考します。

7. 配点 ４科受験生は 200 点満点に換算して選考します。

8. 出題傾向 基礎問題を中心に出題します。難問、奇問はありません。

9. 適性検査 公立中高一貫校と同じ形式で出題します。

10. 出願受付 当日出願は集合時間まで可能です。

11. 検   定   料 １回の受験料で複数回受験できます。

12. 特待生制度 授業料免除の対象は１年間です。
次年度への継続は審査の上、決定します。

13. 特別進学コース
選抜

得点率が 65％を超えた合格者は全て特別進学コース合格
となります。

14. チャレンジ入試 複数回チャレンジが可能です。
受験料は必要ありません。

15. 合格発表
すべて当日に行います（午後入試はＨＰにて発表します）。
合格通知を本校入試窓口にてお受け取りください

（9：00 ～ 16：00）。

16. 入 学 手 続 合格通知および受験票をお持ちください。
必要書類をお渡しします。

17. 入学金 返還、延納は実施しておりません。

東日本大震災に伴う志願者及び入学者へは入学検定料免除や入学金・授業料・施
設設備資金免除の特別措置を講じてます。
事前にお問い合わせください。

その他ご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

２０１３年度　東京家政学院　高等学校募集要項（抜粋）
１．推薦入試
推薦入試を希望される方は、事前相談が必要です。詳細は、募集要項をご覧下さい。

推   薦   方   式 ①単願推薦１　　②単願推薦２　　③併願推薦

募   集   人   員 50 名

出   願   期   間 1 月 18 日（金）　・　1 月 19 日（土）

試      験      日 1 月 22 日（火）

合   格   発   表 当日発表

入   学   手   続
　①単願推薦１　③単願推薦２　1 月 22 日（火）～ 23 日（水）

　②併願推薦　  1 月 22 日（火）～公立高校前期発表翌日

２．一般入試（併願優遇入試も含む）
併願優遇入試を希望される方は、事前相談が必要です。詳細は、募集要項をご覧下さい。

募   集   人   員 50 名

出   願   期   間 1 月 25 日（水）　～　2 月 7 日（木）

試      験      日 2 月 10 日（日）

合   格   発   表 当日発表

入   学   手   続 2 月 10 日（日）　～　公立高校前期発表翌日

受験生イベント　東京家政学院高等学校

○キャンパスツアー 1 月 26 日（土）　14:00 ～

○入試直前　個別相談期間 12 月 １ 日（土）～ １ 月 28 日（月）

※ 学校見学・個別相談　随時受け付けます。お手数ですが、お電話でご予約の上（03ー
3262ー2559）ご来校下さい。

東京家政学院中学校 ･ 高等学校　入試事務室
電話　03-3262-2559（入試専用ダイヤル）
FAX　03-3262-2223
URL　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/chuko/
E-mail　koho@chuko.kasei-gakuin.ac.jp

予選を勝ち抜いて、第 63
回東京都中学校バスケット
ボール新人大会（11/23）
に出場した中学校バスケッ
トボール部の皆さん
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大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
４
年
の
歳
月
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
現
在
、
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
の
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
職
業
に
就
き
、
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
「
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

い
う
職
業
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
で
す
。

私
も
、
実
際
に
自
分
が
仕
事
を
始
め
る
ま

で
は
、
漠
然
と
し
た
形
し
か
描
け
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
と
言
わ
れ
る
理
由
は
２
点
あ
る
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。

１
点
目
は
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
作
る

も
の
、
あ
る
い
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
自
身
の
労
働
力

が
企
業
間
取
引
の
対
象
で
あ
る
た
め
、
一
般
消

費
者
と
関
わ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
現
在
は
、
皆
さ
ん
が
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
裏
側
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
が
動
い
て
い
ま
す
。
な

か
な
か
目
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
作
っ
た
も
の
は
皆
さ

ん
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

い
う
職
種
は
、
ど
う
い
っ
た
仕
事
が
あ
る
の

か
を
一
言
で
表
せ
な
い
ほ
ど
、
多
様
な
役
割

を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
営
業
職
に
近
い

セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
、
開
発
後
の
運
用

管
理
を
担
当
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
、
仕
事

の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

私
は
業
務
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
う
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
。
学
生
時

代
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
好
き
で
、
シ
ス

テ
ム
開
発
の
根
幹
を
担
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ

ン
ジ
ニ
ア
は
シ
ス
テ
ム
設
計
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
、
テ
ス
ト
を
行
う
最
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
ら

し
い
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
と
考
え
て
お

り
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
ま
だ
こ
の
道
を
進
み
始
め
た
ば
か
り

で
す
が
、
社
会
の
役
に
立
つ
シ
ス
テ
ム
を
開

発
で
き
る
一
流
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
て

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
流
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
て
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科
卒
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宮
嶋　

崇
史

応
用
食
品
科
学
研
究
室
は
立
ち
上
が
っ
て

ま
だ
４
年
目
の
研
究
室
で
す
が
、
初
年
度
の

卒
業
研
究
生
の
研
究
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、

代
々
、「
食
用
花
（
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
）

と
「
有
用
微
生
物
（
乳
酸
菌
や
酵
母
等
）」

を
中
心
に
地
域
活
性
に
も
目
を
向
け
な
が

ら
、
食
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
食
用
花
」
と
し
て
日
本
で
は
古
く
か
ら

桜
や
菊
が
食
さ
れ
て
お
り
、
代
表
的
な
花
と

し
て
は
本
学
校
章
で
も
あ
る
バ
ラ
が
あ
り
ま

す
。新
し
い
品
種
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、

活
用
の
場
は
ま
だ
ま
だ
限
ら
れ
て
お
り
、
食

品
成
分
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
食
用
花
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
本
研
究
室
で
は
食
用

花
の
新
た
な
価
値
を
見
出
す
こ
と
で
、
食
関

連
従
事
者
や
市
場
・
一
般
消
費
者
等
へ
の
情

報
発
信
や
食
育
現
場
等
で
の
活
用
を
よ
り
拡

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
機
能
性
探
索

や
栄
養
成
分
分
析
は
も
ち
ろ
ん
、
レ
シ
ピ
開

発
や
加
工
食
品
へ
の
応
用
を
進
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
植
物
由
来
の
「
有
用
微
生
物
」
が

近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

特
有
の
植
物
由
来
微
生
物
か
ら
新
た
な
産
品

を
作
り
出
す
こ
と
が
地
域
活
性
の
１
つ
に
な

る
と
考
え
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
三
宅
島
の
ア
シ
タ
バ
か
ら
現
地
採

取
、
分
離
し
た
酵
母
を
活
用
し
た
天
然
酵
母

パ
ン
は
ド
ラ
イ
イ
ー
ス
ト
と
は
違
っ
た
風
味

豊
か
な
香
り
と
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
様
々
な
漬
物
、
野
菜
、
果
物
か
ら
分
離

し
た
乳
酸
菌
を
添
加
し
た
糠
漬
け
や
キ
ム

チ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
漬
け
な
ど
、
一
味
違
っ
た

漬
物
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

喋
ら
な
く
と
も
生
き
物
を
扱
う
た
め
、
世

話
と
実
験
研
究
の
両
立
に
苦
心
し
な
が
ら

も
、
周
り
の
皆
さ
ん
か
ら
の
味
の
評
価
や
研

究
室
内
で
の
試
食
会
な
ど
を
研
究
室
生
皆
で

楽
し
み
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
新

し
い
産
品
作
成
に
ご
期
待
下
さ
い
。

東
京
家
政
学
院
大
学
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栽培中の食用花研究室での試食会




